
(57)【要約】

【課題】紡糸機における保守ジョブの自動的な実行がそ

の効率や信頼性に関して改善される方法および保守装置

を提供することである。

【解決手段】紡糸部位を保守するための保守装置を制御

する方法、およびこの方法を実施するための保守装置が

提案される。本方法は、個々の紡糸部位で少なくとも１

つの動作（Ａ）を実行することができる紡糸機で実施す

ることができ、この動作（Ａ）はそれぞれ少なくとも１

つのジョブ（Ｉ－ＩＶ）で成り立っている。ジョブ（Ｉ

－ＩＶ）の処理時に障害（４）が起こった場合、保守装

置がまず自動式の作動状態から停止状態に移され、次い

で、存在している障害（４）を除去するための少なくと

も１つの対応策（ａ，ｂ，ｃ，ｄ）が保守装置によって

自動的に適用されて、実行されるべき動作（Ａ）を完了

させるか、もしくは保守装置を再び利用準備が整った状

態にする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 個 々 の 紡 糸 部 位 で 少 な く と も １ つ の 動 作 （ Ａ ） を 実 行 す る こ と が で き 、 こ の 動 作 （ Ａ ）
は そ れ ぞ れ 少 な く と も １ つ の ジ ョ ブ （ Ｉ － Ｉ Ｖ ） で 成 り 立 っ て い る 紡 糸 機 の 紡 糸 部 位 を 保
守 す る た め の 保 守 装 置 を 制 御 す る 方 法 で あ っ て 、 ジ ョ ブ （ Ｉ － Ｉ Ｖ ） の 処 理 時 に 障 害 （ ４
） が 起 こ っ た 場 合 、 保 守 装 置 が ま ず 自 動 式 の 作 動 状 態 か ら 停 止 状 態 に 移 さ れ 、 次 い で 、 存
在 し て い る 障 害 （ ４ ） を 除 去 す る た め の 少 な く と も １ つ の 対 応 策 （ ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ ） が 保
守 装 置 に よ っ て 自 動 的 に 適 用 さ れ て 、 実 行 さ れ る べ き 動 作 （ Ａ ） を 完 了 さ せ る か 、 も し く
は 保 守 装 置 を 再 び 利 用 準 備 が 整 っ た 状 態 に す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 対 応 策 （ ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ ） を 講 じ る に あ た っ て 、 保 守 装 置 が ま ず 基 本 位 置 （ ２ ） へ 移 動
す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 対 応 策 （ ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ ） を 講 じ る に あ た っ て 、 保 守 装 置 の 各 部 材 が 衝 突 状 態 を 回 避 し
な が ら そ れ ぞ れ の 基 本 位 置 （ ２ ） へ 移 動 す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 対 応 策 （ ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ ） を 講 じ る に あ た っ て 、 基 本 位 置 （ ２ ） を 起 点 と し て 動 作 （ Ａ
） が あ ら た め て 実 行 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 対 応 策 （ ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ ） を 講 じ る に あ た っ て 、 障 害 が 生 じ て い る ジ ョ ブ （ Ｉ － Ｉ Ｖ ）
か ら 動 作 （ Ａ ） が あ ら た め て 実 行 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 対 応 策 （ ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ ） を 講 じ る に あ た っ て 、 障 害 が 生 じ た ジ ョ ブ （ Ｉ － Ｉ Ｖ ） の 前
に す で に 完 了 し た ジ ョ ブ （ Ｉ － Ｉ Ｖ ） を 起 点 と し て 動 作 （ Ａ ） が あ ら た め て 実 行 さ れ る 、
請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 対 応 策 （ ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ ） を 講 じ る に あ た っ て 、 障 害 の 生 じ た ジ ョ ブ （ Ｉ － Ｉ Ｖ ） に 後
続 す る ジ ョ ブ （ Ｉ － Ｉ Ｖ ） を 起 点 と し て 動 作 （ Ａ ） が 引 き 続 き 実 行 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ ６
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 異 な る 対 応 策 （ ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ ） が 相 互 に 組 み 合 わ さ れ て 順 次 実 行 さ れ る 、 請 求 項 １ ～
７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 選 択 さ れ た 各 々 の 対 応 策 （ ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ ） に つ い て 、 完 了 の 最 大 数 が 設 定 さ れ 、 最 大
数 に 達 し た 後 は そ の 動 作 （ Ａ ） の 実 行 が 保 守 装 置 に よ っ て 中 止 さ れ 、 保 守 装 置 は 基 本 位 置
（ ９ ） に 移 動 す る 、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 異 な る 対 応 策 （ ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ ） に 対 し て 異 な る 最 大 数 の 試 行 が 選 択 的 に 割 り 当 て ら れ
る 、 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 障 害 （ ４ ） が 発 生 し た と き に メ ッ セ ー ジ （ １ ２ ） が 出 力 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 メ ッ セ ー ジ （ １ ２ ） が 記 憶 装 置 （ １ ３ ） に 保 存 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 １ つ ま た は 複 数 の メ ッ セ ー ジ （ １ ２ ） が 記 憶 装 置 （ １ ３ ） 内 に あ る と き に 評 価 （ １ ４ ）
が 行 わ れ る 、 請 求 項 １ ～ １ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 複 数 の 紡 糸 部 位 で １ つ の 種 類 の エ ラ ー が 繰 り 返 し 発 生 す る 場 合 に は 、 そ の エ ラ ー が 所 定
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の 確 率 で 保 守 装 置 に 割 り 当 て ら れ 、 １ つ の 紡 糸 部 位 で １ つ の 種 類 の エ ラ ー が 繰 り 返 し 発 生
す る 場 合 に は 、 そ の エ ラ ー が 所 定 の 確 率 で そ の 紡 糸 部 位 に 割 り 当 て ら れ る 、 請 求 項 １ ～ １
３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 評 価 （ １ ４ ） の 結 果 が 出 力 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ １ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 高 い 確 率 で 保 守 装 置 の 障 害 （ ４ ） を 引 き 起 こ す よ う な 対 応 策 （ ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ ） 、 動 作
（ Ａ ） 、 お よ び ／ ま た は ジ ョ ブ （ Ｉ － Ｉ Ｖ ） が 制 御 装 置 に よ っ て 二 度 と 実 行 さ れ な い 、 請
求 項 １ ～ １ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 ジ ョ ブ （ Ｉ － Ｉ Ｖ ） が 、 繰 り 返 し 可 能 ま た は 繰 り 返 し 不 可 能 な ジ ョ ブ と し て 分 類 さ れ る
、 請 求 項 １ ～ １ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 ジ ョ ブ （ Ｉ － Ｉ Ｖ ） が 、 必 須 ま た は 任 意 の ジ ョ ブ と し て 分 類 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ １ ７ の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 保 守 装 置 が 、 完 全 に 機 能 失 陥 し た 場 合 ま た は 所 定 の 最 低 機 能 性 を 下 回 っ た 場 合 に は 停 止
位 置 に 移 動 す る 、 請 求 項 １ ～ １ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 停 止 位 置 へ の 移 動 後 ま た は 移 動 と 同 時 に 信 号 が 出 力 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ １ ９ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 個 々 の 紡 糸 部 位 で 少 な く と も １ つ の 動 作 （ Ａ ） を 実 行 す る こ と が で き 、 こ の 動 作 （ Ａ ）
は そ れ ぞ れ 少 な く と も １ つ の ジ ョ ブ （ Ｉ － Ｉ Ｖ ） で 成 り 立 っ て い る 紡 糸 機 の 紡 糸 部 位 を 保
守 す る た め の 制 御 装 置 を 備 え る 保 守 装 置 で あ っ て 、 制 御 装 置 が ジ ョ ブ （ Ｉ － Ｉ Ｖ ） の 実 行
を 監 視 し 、 ジ ョ ブ （ Ｉ － Ｉ Ｖ ） の 途 中 で 障 害 （ ４ ） が 発 生 す る と ま ず 自 動 式 の 動 作 を ス イ
ッ チ オ フ し て 保 守 装 置 を 停 止 さ せ （ ５ ） 、 次 い で 、 存 在 し て い る 障 害 （ ４ ） を 取 り 除 く た
め に 少 な く と も １ つ の 選 択 さ れ た 対 応 策 （ ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ ） を 実 行 し て 、 実 行 さ れ る べ き
動 作 （ Ａ ） を 完 了 さ せ る か 、 ま た は 保 守 装 置 を 再 び 利 用 準 備 が 整 っ た 状 態 に す る こ と を 特
徴 と す る 保 守 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 対 応 策 （ ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ ） を 講 じ る に あ た っ て 、 保 守 装 置 が ま ず 基 本 位 置 （ ２ ） へ 移 動
し 、 そ の 後 、 動 作 （ Ａ ） を 実 行 す る た め に 新 規 始 動 を 行 う こ と が 意 図 さ れ て い る 、 請 求 項
２ １ に 記 載 の 保 守 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 保 守 装 置 に つ い て 許 容 さ れ な い 動 作 状 態 が 定 義 さ れ て お り 、 対 応 策 （ ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ ）
の 処 理 に 際 し て こ の 許 容 さ れ な い 動 作 状 態 が 保 守 装 置 に 対 し て 禁 止 さ れ て い る 、 請 求 項 ２
１ ま た は ２ ２ に 記 載 の 保 守 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 動 作 （ Ａ ） の 実 行 が 、 基 本 位 置 （ ２ ） を 起 点 と し て 新 た に 開 始 さ れ る 、 請 求 項 ２ １ ～ ２
３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 保 守 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 動 作 （ Ａ ） の 実 行 が 、 障 害 の 生 じ て い る ジ ョ ブ （ Ｉ － Ｉ Ｖ ） を 起 点 と し て 新 た に 開 始 さ
れ る 、 請 求 項 ２ １ ～ ２ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 保 守 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 動 作 （ Ａ ） の 実 行 が 、 障 害 の 生 じ て い る ジ ョ ブ （ Ｉ － Ｉ Ｖ ） の 前 に 位 置 す る ジ ョ ブ （ Ｉ
－ Ｉ Ｖ ） を 起 点 と し て 新 た に 開 始 さ れ る 、 請 求 項 ２ １ ～ ２ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 保 守
装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 動 作 （ Ａ ） の 実 行 が 、 障 害 の 生 じ て い る ジ ョ ブ （ Ｉ － Ｉ Ｖ ） の 後 に 位 置 す る ジ ョ ブ （ Ｉ
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－ Ｉ Ｖ ） を 起 点 と し て 新 た に 開 始 さ れ る 、 請 求 項 ２ １ ～ ２ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 保 守
装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 制 御 装 置 が 少 な く と も ２ つ の 対 応 策 （ ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ ） を 相 互 に 組 み 合 わ せ る 、 請 求 項
２ １ ～ ２ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 保 守 装 置 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 実 行 さ れ た 試 行 の 回 数 を 各 々 の 対 応 策 （ ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ ） に つ い て 判 定 す る カ ウ ン ト 装
置 （ ７ ） が 設 け ら れ て お り 、 制 御 装 置 は 、 試 行 が 所 定 の 最 大 数 に 達 す る と 、 選 択 さ れ た 対
応 策 （ ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ ） の 実 行 を 終 了 し 、 保 守 装 置 が 基 本 位 置 （ ９ ） へ 移 動 す る 、 請 求 項
２ １ ～ ２ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 保 守 装 置 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 カ ウ ン ト 装 置 （ ７ ） が 異 な る 対 応 策 （ ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ ） に つ い て 試 行 の 異 な る 最 大
数 を 選 択 的 に 考 慮 す る 、 請 求 項 ２ １ ～ ２ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 保 守 装 置 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 制 御 装 置 が 、 障 害 （ ４ ） が 発 生 し た と き に メ ッ セ ー ジ （ １ ２ ） を 生 成 す る 、 請 求 項 ２ １
～ ３ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 保 守 装 置 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 制 御 装 置 が 記 憶 装 置 （ １ ３ ） を 有 し て お り 、 障 害 （ ４ ） に 関 す る メ ッ セ ー ジ （ １ ２ ） を
こ の 記 憶 装 置 に 保 存 す る 、 請 求 項 ２ １ ～ ３ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 保 守 装 置 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 １ つ ま た は 複 数 の メ ッ セ ー ジ （ １ ２ ） が 記 憶 装 置 （ １ ３ ） の 内 部 に あ る と き 、 制 御 装 置
が 記 憶 装 置 内 容 の 評 価 （ １ ４ ） を 行 う 、 請 求 項 ２ １ ～ ３ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 保 守 装
置 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 記 憶 装 置 （ １ ３ ） が 、 複 数 の 紡 糸 部 位 で １ つ の 種 類 の エ ラ ー が 繰 り 返 し 発 生 す る 場 合 に
は そ の エ ラ ー を 所 定 の 確 率 で 保 守 装 置 に 割 り 当 て 、 １ つ の 紡 糸 部 位 で １ つ の 種 類 の エ ラ ー
が 繰 り 返 し 発 生 す る 場 合 に は そ の エ ラ ー を 所 定 の 確 率 で そ の 紡 糸 部 位 に 割 り 当 て る 、 請 求
項 ２ １ ～ ３ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 保 守 装 置 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 制 御 装 置 が 評 価 （ １ ４ ） の 結 果 を 出 力 装 置 に よ っ て 出 力 す る 、 請 求 項 ２ １ ～ ３ ４ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の 保 守 装 置 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 制 御 装 置 が 、 高 い 確 率 で 保 守 装 置 の 障 害 （ ４ ） を 引 き 起 こ す よ う な 対 応 策 （ ａ ， ｂ ， ｃ
， ｄ ） 、 活 動 （ Ａ 、 Ｂ ） 、 お よ び ／ ま た は ジ ョ ブ （ Ｉ － Ｉ Ｖ ） を 二 度 と 実 行 し な い 、 請 求
項 ２ １ ～ ３ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 保 守 装 置 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 ジ ョ ブ （ Ｉ － Ｉ Ｖ ） が 、 繰 り 返 し 可 能 ま た は 繰 り 返 し 不 可 能 な ジ ョ ブ （ Ｉ － Ｉ Ｖ ） と し
て 事 前 に 分 類 さ れ る 、 請 求 項 ２ １ ～ ３ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 保 守 装 置 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 ジ ョ ブ （ Ｉ － Ｉ Ｖ ） が 、 必 須 ま た は 任 意 の ジ ョ ブ （ Ｉ － Ｉ Ｖ ） と し て 事 前 に 分 類 さ れ る
、 請 求 項 ２ １ ～ ３ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 保 守 装 置 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 制 御 装 置 が 、 保 守 装 置 の 機 能 性 を 監 視 す る た め の 手 段 を 有 す る と と も に 、 停 止 位 置 へ と
も た ら す 駆 動 ・ 運 動 手 段 を 有 し て い る 、 請 求 項 ２ １ ～ ３ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 保 守 装
置 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 停 止 位 置 に 達 し た と き に 信 号 を 惹 起 す る 信 号 発 生 手 段 が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ２ １ ～
３ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 保 守 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 個 々 の 紡 糸 部 位 で 少 な く と も １ つ の 活 動 を 実 行 す る こ と が で き る 紡 糸 機 の 紡
糸 部 位 を 保 守 す る た め の 保 守 装 置 を 制 御 す る 方 法 に 関 す る も の で あ り 、 こ の 活 動 は そ れ ぞ
れ 少 な く と も １ つ の ジ ョ ブ で 成 り 立 っ て い る 。 さ ら に 本 発 明 は 、 こ の 方 法 を 実 施 す る た め
の 保 守 装 置 も 対 象 と し て い る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 公 知 の 保 守 装 置 は 、 個 々 の 紡 糸 部 位 を 多 く 有 し て い る 現 代 の 紡 糸 機 に お い て 、 運 転 中 に
発 生 す る 保 守 ジ ョ ブ を 処 理 す る た め に 用 い ら れ て い る 。 そ れ に よ り 、 一 方 で は 、 紡 糸 機 の
運 転 に 必 要 な 所 要 人 員 を 減 ら す と 同 時 に 、 紡 糸 機 の 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 た と
え ば 一 杯 に な っ た ボ ビ ン を 空 の ボ ビ ン と 交 換 し た り 、 糸 を 新 た に 糸 つ ぎ し 、 引 き 続 い て こ
れ を 空 の ボ ビ ン に 取 り 付 け た り 、 糸 切 れ を 取 り 除 い た り 、 ロ ー タ を 洗 浄 し た り と い っ た 特
定 の 活 動 が 、 本 発 明 の 意 味 に お け る 活 動 で あ る 。 本 発 明 で は 、 こ れ 以 外 の さ ま ざ ま な 保 守
ジ ョ ブ も 保 守 装 置 に よ っ て 引 き 受 け る こ と が で き る 。 保 守 装 置 に よ っ て 実 行 可 能 な 活 動 の
数 が 増 え る に つ れ て 、 保 守 装 置 の 設 計 上 の 複 雑 さ も 必 然 的 に 増 大 す る 。 実 際 問 題 と し て は
、 活 動 の 実 行 時 に は 障 害 の 発 生 が 避 け ら れ な い こ と が 知 ら れ て い る 。 通 常 、 活 動 の 実 行 後
に な っ て 初 め て 、 所 望 の 結 果 が 達 成 さ れ た か ど う か を 制 御 装 置 が 点 検 す る 。 達 成 さ れ て い
る 場 合 に は 、 さ ら に 別 の 活 動 を 実 施 す る た め に 保 守 装 置 を 利 用 す る こ と が で き る 。 し か し
所 望 の 結 果 が 達 成 さ れ て い な け れ ば 、 制 御 装 置 は 障 害 を 取 り 除 く た め の 措 置 を 開 始 す る 。
従 来 技 術 で は 、 障 害 の 生 じ た 活 動 を 何 度 も 実 行 し て 、 そ の 活 動 を 最 終 的 に 障 害 な く 実 行 す
る こ と が で き る 確 率 を 高 め る こ と が 公 知 で あ る 。 し か し 、 除 去 す る こ と が で き な い 障 害 が
生 じ て い る 場 合 、 こ の よ う な 処 置 は 無 限 ル ー プ に つ な が っ て し ま う 。 こ れ を 回 避 す る た め
に 試 行 の 最 大 数 を 定 義 し て お き 、 最 大 数 に 達 す る と 、 そ れ ま で に 活 動 を 障 害 な く 実 行 で き
て い な く て も 、 保 守 装 置 が 活 動 の 実 行 を 中 止 す る の が 普 通 で あ る 。 そ し て 該 当 す る 紡 糸 部
位 が 停 止 し 、 保 守 装 置 は 別 の 紡 糸 部 位 で 引 き 続 い て 活 動 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 に 加 え て さ ら に 別 種 の 問 題 も 発 生 す る 。 た と え ば １ つ の 活 動 の 個 々 の ジ ョ ブ を 処 理
し て い る 間 に 、 保 守 装 置 に 障 害 が 生 じ る と い う 事 態 が し ば し ば 起 こ る 。 そ の 原 因 は 、 た と
え ば 紡 糸 機 の 電 圧 供 給 ま た は 圧 縮 空 気 供 給 に お け る 変 動 で あ る 可 能 性 が あ り 、 そ の よ う な
変 動 は 、 た と え ば グ リ ッ プ ア ー ム が 所 定 の 最 終 位 置 へ 移 動 し な い と い う 結 果 に つ な が る 。
こ の よ う な 状 況 下 で は 、 活 動 の 実 行 中 に 制 御 装 置 に よ っ て 保 守 装 置 が 停 止 さ せ ら れ る 。 こ
の 停 止 は 、 通 常 、 自 動 運 転 を 即 座 に ス イ ッ チ オ フ し て 保 守 装 置 を 目 下 の 位 置 で 止 め る こ と
に よ っ て 行 わ れ る 。 ス イ ッ チ オ フ の 目 的 は 、 た と え ば 衝 突 に よ る 損 傷 を 防 ぐ こ と に あ る 。
先 ほ ど 述 べ た ス イ ッ チ オ フ の 後 は 、 保 守 装 置 だ け で な く 紡 糸 部 位 も 作 動 を 停 止 す る 。 こ の
こ と は 、 該 当 す る 紡 糸 部 位 が 停 止 時 間 中 に 生 産 を 行 う こ と が で き ず 、 保 守 装 置 も 他 の 紡 糸
部 位 で 予 定 さ れ て い る 活 動 を 実 行 す る こ と が で き な い の で 不 都 合 で あ る 。 そ の 結 果 、 紡 糸
部 位 に お け る 上 述 し た 種 類 の ス イ ッ チ オ フ は 、 保 守 装 置 の 保 守 活 動 が 行 わ れ な く な る こ と
に よ っ て 、 他 の 紡 糸 部 位 に お け る 生 産 機 能 停 止 に つ な が っ て し ま う 。 保 守 装 置 を 再 び 機 能
性 の あ る 状 態 に 戻 す 操 作 員 が 手 作 業 で 介 入 す る こ と に よ っ て 初 め て 、 こ う し た 状 態 を 変 え
る こ と が で き る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 本 発 明 の 課 題 は 、 紡 糸 機 に お け る 保 守 ジ ョ ブ の 自 動 的 な 実 行 が そ の 効 率 や 信 頼 性
に 関 し て 改 善 さ れ る 方 法 お よ び 保 守 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に よ れ ば 冒 頭 に 述 べ た 方 法 は 、 ジ ョ ブ の 処 理 時 に 障
害 が 起 こ っ た 場 合 、 保 守 装 置 が ま ず 自 動 式 の 作 動 状 態 か ら 停 止 状 態 に 移 さ れ 、 次 い で 、 存
在 し て い る 障 害 を 除 去 す る た め の 少 な く と も １ つ の 対 応 策 が 保 守 装 置 に よ っ て 自 動 的 に 適
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用 さ れ て 、 実 行 さ れ る べ き 活 動 を 完 了 さ せ る か 、 も し く は 保 守 装 置 を 再 び 利 用 準 備 が 整 っ
た 状 態 に す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 方 法 に よ り 、 障 害 の 結 果 と し て の 自 動 運 転 の ス イ ッ チ オ フ の 後 に 、 保 守 装 置 が
そ の 位 置 で 停 止 し た 状 態 に と ど ま る こ と が 回 避 さ れ る 。 す な わ ち 、 散 発 的 に 発 生 す る エ ラ
ー が 、 保 守 装 置 の ス イ ッ チ オ フ に つ な が る こ と が 多 い こ と が 認 識 さ れ て い る 。 こ の 種 の エ
ラ ー は 、 た と え ば 電 圧 供 給 に お け る 一 時 的 な 変 動 に よ っ て 生 じ る 可 能 性 が あ る 。 た と え ば
保 守 装 置 が ジ ョ ブ を 実 行 し て い る 途 中 に 電 圧 降 下 が 起 こ る と 、 こ の こ と は 、 電 気 駆 動 さ れ
る 調 節 運 動 を 完 全 に 実 行 す る こ と が で き な い と い う 結 果 に つ な が る 。 す る と 、 制 御 装 置 が
所 望 の 最 終 位 置 へ の 非 到 達 を 認 識 し て 、 活 動 が 最 後 ま で 実 行 さ れ る よ り も 前 に 保 守 装 置 を
ス イ ッ チ オ フ し て し ま う 。 そ う で は な く 、 本 発 明 が 提 案 す る よ う に 、 そ の ジ ョ ブ を 処 理 す
る た め の 再 度 の 試 行 を 制 御 装 置 が 指 示 す れ ば 、 そ の よ う な 試 行 は 今 度 は 成 功 裡 に 行 わ れ る
の が 通 常 で あ る 。 な ぜ な ら 、 そ の 際 に は 前 述 し た 電 圧 変 動 の よ う な 散 発 的 な エ ラ ー が も は
や 発 生 し て お ら ず 、 そ の 活 動 を 最 後 ま で 実 行 可 能 で あ る 場 合 が 大 半 だ か ら で あ る 。 結 果 的
に 本 発 明 に よ っ て 、 障 害 に 起 因 す る 保 守 装 置 の ス イ ッ チ オ フ の 大 部 分 を 、 前 述 し た や り 方
で 保 守 装 置 自 体 に よ り 自 動 的 に 取 り 除 く こ と が で き る 。 し た が っ て 操 作 員 は 、 ス イ ッ チ オ
フ さ れ た 保 守 装 置 を 再 び 作 動 さ せ る の に 、 大 幅 に 少 な い 時 間 し か 費 や さ な く て す む 。 そ れ
と 同 時 に 保 守 装 置 は 、 本 発 明 に よ っ て 回 避 さ れ る 停 止 時 間 中 に 別 の 紡 糸 部 位 で 保 守 作 業 を
行 う こ と が で き 、 こ の こ と は 保 守 装 置 の 効 率 を 明 ら か に 向 上 さ せ る 。 つ ま り 、 保 守 装 置 の
自 動 式 の 標 準 動 作 モ ー ド に 、 自 動 式 の 特 殊 動 作 モ ー ド が 付 け 加 わ る 。 こ の こ と は 、 自 動 式
の 標 準 動 作 モ ー ド が 中 断 な い し 中 止 さ れ た 後 に 保 守 装 置 を 再 び 作 動 さ せ る と い う 目 標 設 定
の も と で 、 自 動 式 の 特 殊 動 作 モ ー ド が 始 動 す る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。 そ の ジ ョ ブ を 実 行
す る た め に 、 自 動 式 の 特 殊 動 作 モ ー ド は １ つ ま た は 複 数 の 対 応 策 を 講 じ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 発 展 例 で は 、 保 守 装 置 が ま ず 基 本 位 置 へ 移 動 す る こ と が 提 案 さ れ る 。 こ の こ と
は 、 選 択 さ れ た 対 応 策 に 関 わ り な く 、 か つ 、 ジ ョ ブ が 成 功 裡 に 処 理 さ れ た か 否 か に 関 わ り
な く 、 現 在 到 達 し て い る 紡 糸 部 位 ま た は そ の 他 の 紡 糸 部 位 で 別 の ジ ョ ブ な い し 活 動 を 実 行
す る た め に 保 守 装 置 の 準 備 態 勢 が 整 う と い う 利 点 が あ る 。 さ ら に 、 基 本 位 置 へ 移 動 し た 後
は 、 保 守 装 置 の す べ て の 部 品 ユ ニ ッ ト が 再 び 既 知 の 所 定 の 初 期 位 置 に 戻 っ て い る も の と 確
実 に 想 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 対 応 策 を 講 じ る に あ た っ て 、 保 守 装 置 の 各 部 材 が 衝 突 状 態 を 回 避 し な が ら そ れ ぞ れ の 基
本 位 置 へ 移 動 す る の が 好 ま し い 。 保 守 装 置 は 、 多 数 の 可 動 な 部 品 ユ ニ ッ ト を 有 す る 複 雑 な
装 置 で あ る 。 こ の 場 合 、 個 々 の 部 品 ユ ニ ッ ト の 運 動 軌 道 が 交 差 す る と い う 事 態 も 起 こ る 。
こ の こ と は 、 保 守 装 置 の 特 定 の 動 作 状 態 で は 、 そ の よ う な 部 品 ユ ニ ッ ト の 間 で 衝 突 が 起 こ
り か ね な い こ と を 意 味 し て い る 。 本 発 明 に よ れ ば 、 保 守 装 置 が そ の よ う な 動 作 状 態 に な る
こ と は な い 。 そ の た め に 制 御 装 置 は 、 そ う し た 衝 突 状 態 が 禁 止 さ れ 、 そ の 代 わ り に 、 衝 突
の 起 こ ら な い 別 の 順 序 が 部 品 ユ ニ ッ ト の 移 動 に つ い て 選 択 さ れ る よ う に プ ロ グ ラ ミ ン グ さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 対 応 策 を 講 じ る に あ た っ て 、 基 本 位 置 を 起 点 と し て 活 動 が あ ら た め て 実 行 さ れ る と 格 別
に 好 都 合 で あ る こ と が 判 明 し て い る 。 こ の こ と は 、 所 定 の 基 本 位 置 を 起 点 と し て 活 動 を 全
面 的 に 最 初 か ら 再 度 実 行 す る こ と を 意 味 し て い る 。 特 に 、 不 完 全 に 実 行 さ れ た 先 行 す る ジ
ョ ブ に よ る 二 次 障 害 と し て 発 生 す る 障 害 で は 、 こ の よ う な 対 応 策 が 障 害 を 取 り 除 く の に 適
し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 に 加 え て 、 対 応 策 を 講 じ る に あ た っ て 、 障 害 が 生 じ て い る ジ ョ ブ か ら 活 動 が あ ら た
め て 実 行 さ れ る と 好 ま し い 。 発 生 す る 特 定 の 障 害 で は 、 障 害 の 生 じ て い る ジ ョ ブ を 繰 り 返
す だ け で 足 り る 。 こ の よ う な 繰 り 返 し は 、 保 守 装 置 を ま ず 基 本 位 置 ま で 移 動 さ せ な く て す
む の で 、 実 行 に あ た っ て 格 別 の 時 間 の 節 約 に な る 。 一 例 と し て 、 こ こ で は グ リ ッ プ ア ー ム
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の 繰 り 出 し に つ い て 説 明 す る 。 た と え ば 圧 縮 空 気 で 駆 動 さ れ る グ リ ッ プ ア ー ム を 、 繰 り 出
さ れ た 位 置 へ 移 動 さ せ る １ 回 目 の 試 行 が 失 敗 に 終 わ っ た と き は 、 ま ず 、 グ リ ッ プ ア ー ム を
移 動 さ せ る ジ ョ ブ だ け を 繰 り 返 す の が 好 都 合 で あ る 。 こ の こ と は 、 保 守 装 置 が 基 本 位 置 ま
で 移 動 し て 、 そ こ を 起 点 と し て ジ ョ ブ を あ ら た め て 実 行 す る の に 要 す る 時 間 を 節 約 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 対 応 策 を 講 じ る に あ た っ て 、 障 害 が 生 じ た ジ ョ ブ の 前 に 位 置 し て い て す で に 成
功 裡 に 実 行 さ れ た ジ ョ ブ を 起 点 と し て 、 活 動 が あ ら た め て 実 行 さ れ る と 好 ま し い 。 障 害 の
種 類 に よ っ て は 、 障 害 が 存 在 し て い る 場 合 の 活 動 の 実 行 を 、 た と え ば １ つ ま た は ２ つ の ス
テ ッ プ だ け 遡 る ジ ョ ブ を 起 点 と し て 、 あ ら た め て 開 始 す る の が 有 意 義 で あ る 。 直 前 に 成 功
裡 に 実 行 さ れ た ジ ョ ブ が 、 た と え ば ス ク レ ー パ や 圧 縮 空 気 で ロ ー タ を 洗 浄 す る ジ ョ ブ で あ
る 場 合 、 洗 浄 工 程 を あ ら た め て 実 行 す る こ と は 洗 浄 効 果 を 向 上 さ せ る 。 特 に 天 然 繊 維 を 処
理 す る 場 合 、 繊 維 に 加 え て 、 た と え ば 砂 や 植 物 残 滓 と い っ た 好 ま し く な い 異 物 も ま だ し ば
し ば 含 ま れ て い る 。 こ の よ う な 異 物 を 完 全 に 取 り 除 く の は 困 難 な の で 、 ２ 回 目 の 洗 浄 工 程
を 短 い 時 間 的 間 隔 で 行 う こ と は 必 ず と い っ て よ い ほ ど 好 都 合 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 発 展 例 で は 、 対 応 策 を 講 じ る に あ た っ て 、 障 害 の 生 じ た ジ ョ ブ に 後 続 す る ジ ョ
ブ を 起 点 と し て 活 動 が 引 き 続 き 実 行 さ れ る こ と が 提 案 さ れ る 。 こ の こ と は 、 た と え ば 活 動
全 体 を 成 功 裡 に 実 行 す る た め に 必 ず し も 必 要 で は な い ジ ョ ブ す な わ ち 随 意 の ジ ョ ブ で 障 害
が 起 こ っ た 場 合 に も 、 ジ ョ ブ を 処 理 す る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。 一 例 と し て 、 こ
こ で は ロ ー タ 洗 浄 を 挙 げ て お く 。 た と え ば 糸 巻 き を 交 換 す る と き の ロ ー タ 洗 浄 中 に 障 害 が
起 こ っ た と き は 、 こ の ジ ョ ブ を 成 功 裡 に 実 行 す る こ と を 放 棄 し て 、 活 動 を 最 後 ま で 実 行 す
る こ と が で き る 。 こ の と き 、 た と え ば 特 定 の 活 動 を 省 略 す る 最 大 数 を 設 定 す る 上 限 を 設 け
る の が 好 都 合 で あ る 。 あ る い は 繰 り 返 し が 不 可 能 な ジ ョ ブ も あ る 。 た と え ば 一 杯 に な っ た
ボ ビ ン を 交 換 す る と き 、 ボ ビ ン 交 換 と い う ジ ョ ブ を も う 一 度 実 行 す る こ と は で き な い 。 す
で に 交 換 さ れ た 空 の ボ ビ ン を 、 あ ら た め て 交 換 す る こ と に な る か ら で あ る 。 こ の よ う な 場
合 、 制 御 装 置 は た と え ば 上 に 説 明 し た 手 順 の う ち の 一 つ を 適 用 し 、 ボ ビ ン 交 換 工 程 よ り も
後 、 た だ し 障 害 の 生 じ た ジ ョ ブ よ り も 前 に 位 置 し て い る ジ ョ ブ か ら 開 始 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 異 な る 対 応 策 が 相 互 に 組 み 合 わ さ れ て 順 次 実 行 さ れ る の が 好 ま し い 。 た と え ば
直 前 に 成 功 裡 に 実 行 さ れ た ジ ョ ブ を 起 点 と し て 障 害 の 生 じ た ジ ョ ブ を 繰 り 返 し て も 障 害 が
除 去 さ れ な い と 制 御 装 置 が 判 断 し た と き 、 制 御 装 置 は 、 た と え ば 保 守 装 置 全 体 を 基 本 位 置
に 戻 し て 、 そ こ か ら 活 動 の 実 行 を あ ら た め て 開 始 す る こ と を 意 図 す る こ と が で き る 。 こ の
と き 、 原 則 と し て 、 考 え ら れ る す べ て の 対 応 策 を 互 い に 組 み 合 わ せ る こ と が で き る が 、 対
応 策 の 特 定 の 組 み 合 わ せ は 避 け る の が 有 意 義 で あ る 。 た と え ば 糸 巻 き を 交 換 す る 場 合 、 最
初 か ら 活 動 を あ ら た め て 実 行 す る と 、 あ ら た め て 糸 巻 き を 交 換 す る こ と に な っ て し ま う 。
そ れ よ り も 、 こ の 場 合 に は 、 早 く と も ボ ビ ン 交 換 に 後 続 す る ジ ョ ブ か ら 活 動 を あ ら た め て
実 行 す る ほ う が 有 意 義 で あ る 。 た だ し 原 則 的 に は 、 異 な る 対 応 策 の 組 み 合 わ せ が 障 害 除 去
の 確 率 を 高 め る と い う 事 実 が 、 す べ て の 対 応 策 に つ い て 当 て は ま る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 選 択 さ れ た 各 々 の 対 応 策 に つ い て 、 成 功 裡 に 実 行 す る た め の 試 行 の 最 大 数 が 設 定 さ れ 、
最 大 数 に 達 し た 後 は そ の 活 動 の 実 行 が 保 守 装 置 に よ っ て 中 止 さ れ 、 保 守 装 置 は 基 本 位 置 に
移 動 す る と 同 じ く 好 ま し い こ と が 判 明 し て い る 。 特 定 の 状 況 下 で は 、 活 動 の 実 行 を 制 限 す
る の が 有 意 義 で あ る 。 こ れ は 一 方 で は 、 そ の 活 動 が い か な る 状 況 下 で も も は や 実 行 不 可 能
で あ る こ と が 判 明 し た 場 合 に 該 当 す る 。 こ れ は た と え ば 、 保 守 装 置 の 補 助 糸 の 備 蓄 が 使 い
尽 く さ れ た よ う な 場 合 で あ る 。 こ う し た 状 況 下 で は 、 ボ ビ ン 交 換 お よ び 糸 の 所 要 の 糸 つ ぎ
が 成 功 裡 に 実 行 で き る こ と は 確 実 に あ り 得 な い 。 し た が っ て 、 そ の よ う な 活 動 を 実 行 す る
試 行 を い く ら 行 っ て も 時 間 の 浪 費 で あ る 。 あ る い は 、 保 守 装 置 が 特 定 の ジ ョ ブ ま た は 活 動
を 処 理 し よ う と し て 間 断 な く 、 も し く は 望 ま し く な い 長 時 間 に わ た っ て 試 行 を す る こ と に
な る 無 限 ル ー プ を 回 避 す る た め に も 、 試 行 の 回 数 を 制 限 す る の が 有 意 義 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 場 合 、 異 な る 対 応 策 に 対 し て 、 異 な る 最 大 数 の 試 行 が 選 択 的 に 割 り 当 て ら れ る と き
わ め て 好 ま し い 。 そ れ に よ り 、 た と え ば ２ 回 目 の 試 行 を し て も も は や 成 功 裡 に 実 行 可 能 で
は な い こ と が 明 ら か な ジ ョ ブ を 不 必 要 に 、 す な わ ち 成 功 の 見 込 み が な い の に 繰 り 返 さ ず に
す み 、 逆 に 、 是 認 で き る 時 間 コ ス ト で 障 害 除 去 の 確 率 を 明 ら か に 向 上 さ せ る こ と が で き る
の で あ れ ば 、 他 の ジ ョ ブ に は も っ と 多 い 回 数 の 試 行 を 割 り 当 て る こ と が で き る よ う に 保 守
装 置 の 制 御 を 適 合 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 障 害 が 発 生 し た と き に メ ッ セ ー ジ が 出 力 さ れ る と 、 同 じ く 好 ま し い こ と が 判 明 し て い る
。 そ れ に よ り 、 保 守 装 置 の 操 作 員 の 注 意 を た と え ば 紡 糸 機 の 障 害 に 向 け さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の メ ッ セ ー ジ は 記 憶 装 置 に 保 存 さ れ る の が 好 ま し い 。 そ の よ う に し て 、 任 意 の 後 の 時
点 で 、 こ の 記 憶 装 置 に 保 存 さ れ て い る メ ッ セ ー ジ を 再 度 参 照 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う な 参 照 は 、 １ つ ま た は 複 数 の メ ッ セ ー ジ が 記 憶 装 置 の 内 部 に あ る と き 、 評 価 を
す る た め に 行 わ れ る の が 好 ま し い 。 そ の よ う な や り 方 で 発 生 し た エ ラ ー を 認 識 で き る こ と
が 多 い の で 、 操 作 員 は 、 当 該 エ ラ ー に 該 当 す る 保 守 装 置 ま た は 紡 糸 部 位 の 区 域 で 対 応 措 置
を 的 確 に 講 じ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 格 別 に 有 利 な 実 施 形 態 で は 、 複 数 の 紡 糸 部 位 で １ つ の 種 類 の エ ラ ー が 繰 り 返 し
発 生 す る 場 合 に は 、 そ の エ ラ ー が 所 定 の 確 率 で 保 守 装 置 に 割 り 当 て ら れ 、 １ つ の 紡 糸 部 位
で １ つ の 種 類 の エ ラ ー が 繰 り 返 し 発 生 す る 場 合 に は 、 そ の エ ラ ー が 所 定 の 確 率 で 紡 糸 部 位
に 割 り 当 て ら れ る 。 こ の よ う な 特 別 な 形 態 の 評 価 に よ っ て 、 障 害 評 価 と い う 手 段 だ け で 障
害 の 発 生 源 を 絞 り 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 評 価 の 結 果 が 出 力 さ れ る と 、 機 械 の 操 作 に と っ て 格 別 な 利 点 が あ る 。 出 力 は 、 た と え ば
ス ク リ ー ン や プ リ ン ト ア ウ ト を 通 じ て 行 う こ と が で き る 。 そ れ に よ り 操 作 員 な い し 制 御 装
置 は 機 械 の 早 期 の 保 守 、 な い し 予 防 的 な 保 守 さ え も 可 能 に す る 、 紡 糸 機 の 考 え ら れ る 障 害
源 に 関 す る 情 報 を 集 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 に 加 え て 、 高 い 確 率 で 保 守 装 置 の 障 害 を 引 き 起 こ す よ う な 対 応 策 、 活 動 、 お よ び ／
ま た は ジ ョ ブ が 制 御 装 置 に よ っ て 二 度 と 実 行 さ れ な い と 、 格 別 に 好 ま し い 。 た と え ば 特 定
の 対 応 策 が １ ０ 事 例 の う ち １ 事 例 で し か 成 功 裡 に 実 行 で き な い こ と が 判 明 し た と き は 、 障
害 源 の 割 当 が ど の よ う に 行 わ れ る か に 応 じ て 保 守 装 置 の 該 当 す る 部 品 ユ ニ ッ ト ま た は 該 当
す る 紡 糸 部 位 が 修 理 さ れ る ま で 、 そ の 対 応 策 が 以 後 は 適 用 さ れ な い よ う に 制 御 装 置 を プ ロ
グ ラ ミ ン グ す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ジ ョ ブ は 、 繰 り 返 し 可 能 な ジ ョ ブ ま た は 繰 り 返 し 不 可 能 な ジ ョ ブ と し て 、 な い し 必 須 の
ジ ョ ブ ま た は 随 意 の ジ ョ ブ と し て 、 事 前 に 分 類 さ れ る の が 好 ま し い 。 こ の こ と は 、 た と え
ば 制 御 装 置 が プ ロ グ ラ ミ ン グ 工 学 に よ り 設 計 さ れ て い れ ば 、 こ の よ う な 分 類 を プ ロ グ ラ ミ
ン グ の 一 環 と し て 格 別 に 容 易 に 考 慮 す る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。 そ れ に よ り 、 た
と え ば 相 前 後 し て 実 行 さ れ る ２ 度 目 の ボ ビ ン 交 換 と い っ た ジ ョ ブ の 不 必 要 な 実 行 や 、 絶 対
に 必 要 な ジ ョ ブ す な わ ち 必 須 ジ ョ ブ の 省 略 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 安 全 か つ 確 実 な 運 転 を 確 保 す る た め に 、 保 守 装 置 が 完 全 に 機 能 失 陥 し た 場 合 ま た は 所 定
の 最 低 機 能 性 を 下 回 っ た 場 合 に は 停 止 位 置 に 移 動 す る と 、 格 別 に 好 ま し い 。 保 守 装 置 が 実
行 す る こ と が で き る 機 能 を 有 し て い な い と き 、 ま た は 残 っ て い る 機 能 性 が も は や 有 意 義 で
は な い と き に は 、 保 守 装 置 を 停 止 位 置 へ と 移 す ほ う が ベ タ ー で あ る 。 そ う す れ ば 、 他 の 保
守 装 置 を 故 障 し た 保 守 装 置 の 領 域 へ 容 易 に 移 動 さ せ る こ と が で き 、 衝 突 が 起 こ る 危 険 が な
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く 、 あ る い は 待 機 運 動 や 退 避 運 動 に よ る 時 間 的 ロ ス が 生 じ る こ と が な い 。 そ の う え 、 他 の
保 守 装 置 の 移 動 経 路 を 妨 げ る こ と な く 、 別 個 の 停 止 位 置 で 保 守 装 置 の 修 理 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 場 合 、 停 止 位 置 へ の 移 動 後 に 、 ま た は 移 動 と 同 時 に 、 信 号 が 出 力 さ れ る と き わ め て
好 ま し い 。 保 守 装 置 が 停 止 位 置 に あ れ ば 、 操 作 員 は 修 理 作 業 が 必 要 で あ る こ と が す ぐ に わ
か る 。 操 作 員 に よ る こ の 機 械 状 態 の 認 識 性 を 向 上 さ せ る た め 、 特 に 紡 績 工 場 が 非 常 に 広 い
場 合 に は 、 た と え ば 光 信 号 、 点 滅 信 号 、 ま た は 音 響 信 号 の 形 態 で 追 加 の 信 号 を 出 力 す る の
が 有 意 義 で あ る 。 あ る い は 、 た と え ば 中 枢 の 機 械 管 理 部 ま た は 紡 績 工 場 管 理 部 へ 電 気 信 号
を 出 力 し 、 そ こ で 電 気 信 号 を さ ら に 加 工 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 本 発 明 は 、 個 々 の 紡 糸 部 位 で 少 な く と も １ つ の 活 動 を 実 行 す る こ と が で き る 紡 糸
機 の 紡 糸 部 位 を 保 守 す る た め の 制 御 装 置 を 備 え る 保 守 装 置 も 対 象 と し て お り 、 こ の 活 動 は
そ れ ぞ れ 少 な く と も １ つ の ジ ョ ブ で 成 り 立 っ て い る 。 本 発 明 に よ る 保 守 装 置 は 、 制 御 装 置
が ジ ョ ブ の 実 行 を 監 視 し 、 ジ ョ ブ の 途 中 で 障 害 が 発 生 す る と ま ず 自 動 式 の 動 作 を ス イ ッ チ
オ フ し て 保 守 装 置 を 停 止 さ せ 、 次 い で 、 存 在 し て い る 障 害 を 取 り 除 く た め に 少 な く と も １
つ の 選 択 さ れ た 対 応 策 を 実 行 し て 、 実 行 さ れ る べ き 活 動 を 完 了 さ せ る か 、 ま た は 保 守 装 置
を 再 び 利 用 準 備 が 整 っ た 状 態 に す る こ と を 特 徴 と し て い る 。 こ の よ う に し て 保 守 装 置 の 停
止 時 間 が 回 避 さ れ 、 そ の 結 果 、 不 完 全 な 保 守 に よ っ て 紡 糸 部 位 で 発 生 す る 生 産 機 能 停 止 も
少 な く な る 。 そ の う え 、 現 実 問 題 と し て 実 用 化 が 格 別 に 容 易 で あ る 。 保 守 装 置 で 利 用 さ れ
る 制 御 装 置 は 、 通 常 、 所 定 の プ ロ グ ラ ム に 従 っ て 作 動 す る 。 し た が っ て 本 発 明 は 、 こ の よ
う な 種 類 の 保 守 装 置 で 格 別 に 容 易 に 具 体 化 す る こ と が で き る 。 実 用 化 の た め に は 、 所 定 の
プ ロ グ ラ ム を 適 合 化 さ せ る こ と が 必 要 で あ る に す ぎ な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 保 守 装 置 の そ の 他 の 有 利 な 実 施 形 態 は 、 従 属 請 求 項 か ら 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 す で に 上 に 述 べ た 本 発 明 の 利 点 に 加 え て 、 さ ら に 別 の 利 点 に つ い て も 、 以 下 の 実 施 例 お
よ び 図 面 と の 関 連 で 説 明 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ に は 、 本 発 明 に よ る 方 法 の 模 式 的 な フ ロ ー チ ャ ー ト が 示 さ れ て い る 。 本 図 で は 、 紡
糸 機 で 保 守 作 業 を 実 行 す る た め の 装 置 、 た と え ば 保 守 装 置 や 保 守 ロ ボ ッ ト が 、 特 定 の 活 動
Ａ を 紡 糸 機 で 実 行 す る も の と 仮 定 す る 。 こ の 活 動 Ａ は 基 本 位 置 ２ を 起 点 と し て 実 行 さ れ る
。 そ の た め に は ジ ョ ブ を 順 次 処 理 し な け れ ば な ら な い 。 本 例 で は 、 こ れ は ４ つ の ジ ョ ブ Ｉ
－ Ｉ Ｖ で あ る 。 図 示 し た 例 で は 、 ジ ョ ブ Ｉ Ｉ Ｉ と ジ ョ ブ Ｉ Ｖ の 間 で 障 害 ４ が 発 生 し て い る
。 障 害 ４ は 、 た と え ば 保 守 装 置 の グ リ ッ プ ア ー ム を 所 定 の 最 終 位 置 に 移 動 さ せ る こ と が で
き な い と い う 内 容 で あ り 得 る 。 保 守 装 置 に 配 置 さ れ た 制 御 装 置 が 、 た と え ば 最 終 位 置 ス イ
ッ チ の 信 号 の 欠 如 に よ っ て こ の よ う な 障 害 を 認 識 す る 。 こ の 場 合 、 制 御 装 置 は ス テ ッ プ ５
で 自 動 運 転 を 即 座 に ス イ ッ チ オ フ し 、 保 守 装 置 を 停 止 さ せ る 。 た だ し 従 来 の 方 法 と は 異 な
り 、 本 発 明 で は 制 御 装 置 は 活 動 の 実 行 を 継 続 す る 。 こ の こ と は 、 ス テ ッ プ ６ で 、 ま ず 考 え
ら れ る 対 応 策 ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ の う ち 少 な く と も １ つ が 選 択 さ れ 、 そ の 対 応 策 に 従 っ て 以 後
の 手 順 を 進 め る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。 こ れ に 引 き 続 い て ス テ ッ プ ７ で 、 選 択 さ れ た 対 応
策 ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ が 本 例 の 障 害 ４ と の 関 連 で こ れ ま で に ど れ く ら い の 頻 度 で 実 行 さ れ て い
る か が チ ェ ッ ク さ れ る 。 こ れ ま で に 実 行 さ れ て い な い 場 合 に は 、 た と え ば 電 子 的 ま た は 機
械 的 な カ ウ ン ト 装 置 が 初 回 の 実 行 時 に ０ か ら １ に セ ッ ト さ れ る 。 そ れ と 同 時 に 、 選 択 さ れ
た 対 応 策 で 試 行 の 所 定 の 最 大 数 に 達 し て い る か ど う か が チ ェ ッ ク さ れ る 。 こ の 値 は 、 許 容
さ れ る す べ て の 対 応 策 で １ 以 下 で あ る の が 有 意 義 で あ り 、 そ れ に よ り 、 あ る １ つ の 対 応 策
の 初 回 の 実 行 時 に は こ の 基 準 が 満 た さ れ て お ら ず 、 少 な く と も 初 回 の 実 行 を 行 う こ と が で
き る 。 先 ほ ど 挙 げ た 事 例 で は 、 制 御 は フ ロ ー チ ャ ー ト の ス テ ッ プ ８ に 進 み 、 そ こ か ら 対 応
策 ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ の 実 行 が 開 始 さ れ る 。 カ ウ ン ト 装 置 で 、 選 択 さ れ た す べ て の 対 応 策 の 試
行 の 最 大 数 に 達 し て い る 場 合 に は 、 す な わ ち 、 制 御 装 置 が 最 大 数 の 試 行 を す で に 実 行 し て
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い る 場 合 に は 、 制 御 装 置 は 活 動 Ａ の 実 行 を 中 止 し 、 保 守 装 置 は 対 応 策 ｄ に 従 っ て 基 本 位 置
９ へ 移 動 し 、 そ こ か ら さ ら に 別 の 活 動 Ｂ を 実 行 す る た め に 準 備 を 整 え る 。 し か し ス テ ッ プ
７ で ま だ 最 大 数 の 試 行 に 達 し て い な い と き は 、 保 守 装 置 は ス テ ッ プ ７ に 引 き 続 い て ス テ ッ
プ ８ を 起 点 と し た う え で 、 少 な く と も １ つ の 選 択 さ れ た 対 応 策 ａ ， ｂ ， ｃ を 実 行 す る 。 こ
の と き 、 活 動 の 中 止 を 意 図 す る 対 応 策 ｄ に 加 え て 、 基 本 的 に ３ 種 類 の 異 な る 対 応 策 ａ ， ｂ
， ｃ を 採 用 す る こ と が で き る 。 対 応 策 ａ は 、 保 守 装 置 を ま ず 基 本 位 置 ２ へ 戻 す こ と を 意 図
し て い る 。 こ の こ と は 、 保 守 装 置 の 個 々 の 部 品 ユ ニ ッ ト の 考 え ら れ る 衝 突 を 考 慮 、 回 避 し
な が ら 行 わ れ る 。 そ し て 保 守 装 置 は 基 本 位 置 ２ を 起 点 と し て 、 実 行 さ れ る べ き 活 動 の 種 類
に 応 じ て ジ ョ ブ Ｉ － Ｉ Ｖ の う ち の 一 つ か ら 、 実 行 さ れ る べ き 活 動 Ａ を 実 行 す る こ と が で き
る 。 本 例 の 概 略 図 で は 、 基 本 位 置 を 起 点 と し て ジ ョ ブ Ｉ か ら 、 ま た は 代 替 案 と し て ジ ョ ブ
Ｉ Ｉ Ｉ か ら 、 あ ら た め て 実 行 を す る 様 子 が 示 さ れ て い る 。 あ る い は こ れ 以 外 の い ず れ の ジ
ョ ブ も 、 本 例 で い え ば ジ ョ ブ Ｉ Ｉ や Ｉ Ｖ も 、 あ ら た め て 実 行 を す る た め の ス タ ー ト 地 点 と
し て 選 択 す る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 選 択 さ れ る 対 応 策 ｂ は 、 直 前 に 処 理 し た 、 障 害 ４ が 生 じ て い る ジ ョ ブ Ｉ Ｉ Ｉ だ け を 保 守
装 置 が 繰 り 返 す こ と を 意 図 し て い る 。 こ の 対 応 策 ｂ で は 、 保 守 装 置 は 最 初 に 基 本 位 置 ま で
戻 ら な く て よ い 。 こ の こ と は 時 間 を 節 約 し 、 多 く の 場 合 、 こ れ だ け で す で に 障 害 除 去 に 十
分 な 対 応 策 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 最 後 に 対 応 策 ｃ は 、 障 害 の 生 じ た ジ ョ ブ Ｉ Ｉ Ｉ が 単 純 に 省 略 さ れ 、 活 動 Ａ の 実 行 が ジ ョ
ブ Ｉ Ｖ で 新 た に 開 始 さ れ る こ と を 意 図 し て い る 。 こ の こ と は 、 た と え ば 障 害 の 生 じ た ジ ョ
ブ Ｉ Ｉ Ｉ が 随 意 の ジ ョ ブ で あ る 場 合 に 可 能 で あ る 。 こ の よ う な 随 意 の ジ ョ ブ は 、 た と え ば
、 糸 つ ぎ の と き に 実 行 す る の が 望 ま し い が 、 活 動 全 体 を 成 功 裡 に 実 行 す る た め に 必 ず し も
必 要 で は な い ボ ッ ク ス 洗 浄 で あ る 。 さ ら に 実 際 問 題 と し て は 、 障 害 除 去 の た め の 試 行 の 回
数 が 増 え る に つ れ て 、 お よ び 選 択 さ れ た 対 応 策 の 数 が 増 え る に つ れ て 、 障 害 ４ が 除 去 さ れ
る 確 率 は 有 意 に 向 上 す る こ と が 明 ら か と な っ て い る 。 し た が っ て 、 複 数 の 対 応 策 を 互 い に
組 み 合 わ せ る の が 有 意 義 で あ る 。 そ の た め に 、 た と え ば ジ ョ ブ Ｉ Ｉ Ｉ の 障 害 ４ の 場 合 、 ま
ず 対 応 策 ｂ を 選 択 し て ジ ョ ブ Ｉ Ｉ Ｉ を 再 度 実 行 す る こ と が 考 え ら れ る 。 そ れ で も 障 害 ４ が
依 然 と し て 存 在 し て い れ ば 、 制 御 装 置 は 、 対 応 策 ｂ に 割 り 当 て ら れ た 試 行 の 最 大 数 に 達 す
る ま で 、 符 号 ５ ， ６ ， ７ お よ び ８ が 付 さ れ た ス テ ッ プ を 踏 む 。 そ し て 対 応 策 ｂ に 引 き 続 い
て 、 た と え ば 、 保 守 装 置 を 基 本 位 置 ２ へ 移 動 さ せ て 活 動 Ａ の 処 理 を ジ ョ ブ Ｉ か ら 実 行 す る
対 応 策 ａ を 実 行 す る こ と が で き る 。 そ れ で も な お 障 害 ４ が 取 り 除 か れ な い と き は 、 活 動 を
成 功 裡 に 実 行 す る た め に 、 ス テ ッ プ ５ ， ６ ， ７ お よ び ８ を あ ら た め て 通 過 し た 後 、 場 合 に
よ り 試 行 の 最 大 数 に 達 す る ま で さ ら に 対 応 策 ｃ を 実 行 す る 。 た だ し 、 ス テ ッ プ ６ で 対 応 策
ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ を 選 択 す る 際 に は 、 該 当 す る 活 動 Ａ の た め に 実 行 さ れ る べ き ジ ョ ブ Ｉ － Ｉ
Ｖ が 必 須 で あ る か 随 意 で あ る か 、 お よ び 、 ジ ョ ブ Ｉ － Ｉ Ｖ を あ ら た め て 実 行 す る こ と が 許
さ れ る か 否 か を 考 慮 し な け れ ば な ら な い 。 た と え ば 一 杯 に な っ た 糸 巻 き を 交 換 す る 場 合 に
こ れ を 紡 糸 部 位 か ら 取 り 外 し 、 空 の ス リ ー ブ を 挿 入 し 、 そ し て 障 害 が 発 生 し た 場 合 に 、 こ
の ジ ョ ブ を あ ら た め て 実 行 す る の は 有 意 義 で な い 。 し た が っ て 進 行 制 御 を 最 適 化 す る た め
に は 、 随 意 の ジ ョ ブ と 必 須 の ジ ョ ブ へ の 分 類 、 お よ び 繰 り 返 し 可 能 な ジ ョ ブ と 繰 り 返 し 不
可 能 な ジ ョ ブ へ の 分 類 を 、 ス テ ッ プ ６ で 対 応 策 ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ の 選 択 を 決 定 す る た め に プ
ロ グ ラ ム 工 学 的 に 行 う の が 好 ま し く 、 こ れ は 当 業 者 に は 明 ら か で あ る 。 そ し て 選 択 さ れ た
対 応 策 ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ の 一 つ が 所 望 の 障 害 除 去 に つ な が れ ば 、 保 守 装 置 は 最 終 的 に 、 記 号
Ｏ ． Ｋ ． が 付 さ れ た ス テ ッ プ １ ０ へ と 進 む 。 こ こ で は 従 来 と 同 様 に 、 所 望 の 活 動 Ａ が 成 功
裡 に 実 行 さ れ た か ど う か が 制 御 装 置 に よ っ て チ ェ ッ ク さ れ る 。 成 功 裡 に 実 行 さ れ て い れ ば
、 保 守 装 置 は 基 本 位 置 ９ へ 移 動 す る 。 成 功 裡 に 実 行 さ れ て い な け れ ば 、 ス テ ッ プ １ １ で 実
行 済 み の 試 行 の 回 数 が 判 定 さ れ 、 所 定 の 最 大 数 に 達 し て い る か 否 か が チ ェ ッ ク さ れ る 。 最
大 数 に 達 し て い る 場 合 に は 活 動 Ａ の 処 理 が 中 止 さ れ 、 基 本 位 置 ９ に 進 む 。 逆 に 、 試 行 の 最
大 数 に ま だ 達 し て い な け れ ば 、 制 御 装 置 は 活 動 Ａ の 処 理 を 継 続 す る 。 そ の た め に 制 御 装 置
は 保 守 装 置 を た と え ば 基 本 位 置 ２ へ 移 動 さ せ 、 そ こ を 起 点 と し て 活 動 を 引 き 続 い て 実 行 す

10

20

30

40

50

(10) JP 2005-126890 A 2005.5.19



る 。 あ る い は 、 保 守 装 置 を ジ ョ ブ Ｉ － Ｉ Ｖ の い ず れ か か ら 直 接 続 行 さ せ る こ と も 考 え ら れ
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 活 動 に 障 害 が 生 じ た 場 合 に お け る 、 改 良 さ れ た 前 述 の 進 行 制 御 の 補 足 と し て 、 本 発 明 に
よ る 方 法 は 、 ス テ ッ プ ６ で の 対 応 策 ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ の 選 択 に 加 え て 、 ま ず エ ラ ー 記 憶 装 置
１ ３ に 保 存 さ れ る メ ッ セ ー ジ １ ２ を 追 加 的 に 生 成 す る こ と を 意 図 し て い る 。 こ の エ ラ ー 記
憶 装 置 １ ３ は 、 発 生 し た 障 害 ４ を 記 録 す る 役 目 を す る 。 そ し て エ ラ ー 記 憶 装 置 １ ３ に 接 続
さ れ た 評 価 ・ 出 力 装 置 １ ４ を 、 エ ラ ー 記 憶 装 置 １ ３ に 保 存 さ れ て い る デ ー タ に 含 ま れ る 情
報 を 利 用 可 能 に す る た め に 活 用 す る こ と が で き る 。 た と え ば 操 作 員 は 、 特 定 の 種 類 の 障 害
が ど の よ う な と き に 頻 繁 に 発 生 す る か に つ い て の 情 報 を 得 る こ と が で き る 。 あ る い は 、 す
で に 取 り 除 か れ た 障 害 で あ っ て も 実 際 に 発 生 し た 障 害 で あ れ ば 、 こ れ を 操 作 員 に 表 示 す る
こ と が 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 エ ラ ー の 割 当 を 行 う こ と が で き る 。 た と え ば 特 定 の 種 類 の エ
ラ ー が 異 な る 紡 糸 部 位 で 発 生 し て い れ ば 、 そ の エ ラ ー の 原 因 は あ る 程 度 の 確 率 で 保 守 装 置
に あ る 。 逆 の ケ ー ス で は 、 す な わ ち 特 定 の エ ラ ー が 特 定 の 紡 糸 部 位 だ け で 発 生 し て い れ ば
、 エ ラ ー 原 因 を そ の 紡 糸 部 位 で 探 す べ き で あ る こ と が あ る 程 度 の 確 率 で 想 定 さ れ る 。 本 発
明 に 基 づ く 評 価 に よ り 、 一 方 で は 障 害 の 原 因 を よ り 良 く 追 求 す る こ と が で き 、 ま た 他 方 で
は 、 保 守 装 置 が た と え ば 障 害 の 起 こ っ た 機 能 に 関 し て は ロ ッ ク さ れ る が 、 エ ラ ー な し に 作
動 す る 他 の 機 能 は 引 き 続 き 実 行 で き る こ と に よ っ て 、 保 守 装 置 の 利 用 準 備 態 勢 を 向 上 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 は 図 示 し た 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 む し ろ 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 枠 内 で
本 発 明 の 数 多 く の 変 形 が 可 能 で あ る 。 た と え ば 上 述 し た 評 価 方 式 に 代 え て 、 別 の 数 多 く の
エ ラ ー 評 価 方 法 を 本 発 明 と の 関 連 で 採 用 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 方 法 お よ び
本 発 明 の 保 守 装 置 に よ り 、 操 作 員 の 手 作 業 で の 介 入 を 必 要 と す る 、 障 害 に 起 因 す る 保 守 装
置 の ス イ ッ チ オ フ の 頻 度 を 有 意 に 減 ら し 、 保 守 装 置 の 利 用 性 を 明 ら か に 向 上 さ せ る こ と が
可 能 で あ る 。 発 展 例 で は 、 保 守 装 置 が 自 ら に 割 り 当 て ら れ た 作 業 分 野 を 、 所 定 の 規 則 に 従
っ て 他 の 保 守 装 置 に 譲 っ た り 、 他 の 保 守 装 置 に 振 り 分 け た り す る こ と を 意 図 す る こ と も で
き る 。 こ の こ と は 、 １ つ ま た は 複 数 の 機 能 の 失 陥 時 に 行 う こ と が で き 、 あ る い は 、 た と え
ば 糸 つ ぎ 効 率 の 低 下 の よ う に 、 非 常 に 低 い 効 率 で し か 機 能 を 実 行 可 能 で な く な っ た と き に
行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 方 法 に 基 づ く 障 害 が 生 じ た 活 動 を 示 す 模 式 的 な フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
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【 図 １ 】

(12) JP 2005-126890 A 2005.5.19



フロントページの続き

(72)発明者  アーダルベルト，シュテファン
            ドイツ、９２３３９、バイルングリース／パウルスホーフェン、アム、ハール、２３
(72)発明者  ヘルムート，ハウンシルト
            ドイツ、Ｄ－９３３３６、シャムハウプテン、ノイシュテター、シュトラーセ、６アー
Ｆターム(参考) 4L056 EC79  ED01  ED11 

(13) JP 2005-126890 A 2005.5.19


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

